
２年間にわたるコロナ禍で、地域福祉推進委員会の計画事業はほとんどが中止となった。そんな中、地

区８か所の公園で実施した高齢者の健康体操教室は、春、秋合わせて延べ 16 回。参加者は延べ 535 人（昨

年度 14 回延べ 355 人）と盛況だった。そのわけも知りたくて、参加者に次の質問をしてみた。習った体操

を、毎日または時々自分の家でやっているかどうか。その結果は、体操の一部を毎日行っているが 19 人、

時々行っているが１７人。参加者のほとんどが家の生活の中に、体操を取り入れていることが分かった。 

他方、コロナ禍をきっかけに歩いている人（散歩・ウォ―キング）が目立って増えてきている。国の健

康づくり対策『健康日本２１』では、男性（9,200 歩）女性（8,300 歩）を歩く目標値としている。平成 19

年度の実績では男子が（7,136 歩）女子が（6,117 歩）と男女とも目標値を 2,000 歩程度下回っている。コ

ロナ禍での現況の中から、私は介護予防の２つの視点が（目のつけ所）が見えてきたと考えている。 

１つは、体操（ストレッチ）をリハビリととらえて生活に取り入れていくという視点。 

もう１つは、自分のウォーキング(散歩)コースを、地域の中にデザインして実践していくという視点。 

この２つを介護予防の新しい考え方として提案したい。また、この２つは、市のあゆコロちゃん GENKI ポ

イントの個人目標として、ポイントをためるという楽しみ方もできる。 

＊ 参考までに、私は、家から 800m 圏の「さくら公園」を中心としたエリアに自分のウォーキングコース 

（平地・上り坂・下り坂・階段の上り下り）をデザインして実行している。 

健康寿命延伸のためにも高齢者のフレイルの防止ためにも、皆さん一人ひとりにチャレンジしてみてい

ただきたい。 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
  
 
 

 
令和 3 年度の「敬老の日」のお祝いは、新型コロナウイルスの

感染状況が収まっていなかった為、令和 2 年度と同様「敬老の

集い」の催し物を中止し、75 歳以上の方々を対象に、お祝いの

ご挨拶と共に記念品をお配りさせていただく事としました。 
記念品には「あゆコロちゃんマーク入り どら焼きとマドレー

ヌ」の組み合わせを選びました。  
緑ヶ丘地区の対象者約 920 名の皆様に、ご挨拶状と共に記念

品を各地区の民生委員が中心となって「敬老の日」9 月 20 日を

めどにお届けし、お祝いとさせていただきました。 
毎年多くの方々が楽しみにしておられる行事が、2 年連続し

て中止となった事は誠に残念でしたが、地域の皆様方の健康を

守るための「コロナウイルス感染防止策」として止むを得ない

事でした。ご了承くださるようお願いいたします。 
以前のように「敬老の集い」が開催でき、催し物で楽しんでいただける日が来ることを、緑ケ丘地区地域

福祉推進委員会一同 心から願っております。 

 
このマークは、緑ケ丘地区旗の 
デザインを基に作成しました。 
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緑ケ丘１丁目ぬくもりの会の発足時にお誘いを受

け、何かお役に立てればと思い協力させていただい

てます。 

「わくわく広場」も今年で発足から５年目を迎え

ます。月に１度の開催ですが、手遊び歌に始まりゲ

ームや折紙、ミュージックベルに脳トレ等毎月複数

のプログラムを準備して、参加者の皆さんと一緒に

楽しんでいます。 

途中、お茶とお菓子で和やかな一時を過ごし、最

後は誰もが知っている歌を歌ってお開きになりま

す。土曜日の午後２時間程度ですが、地域の皆さん

と一緒に楽しい一時を過ごしてみませんか。 

コロナ禍によって、プログラムの実施も感染対策

を十分に施しながら、楽しんでいただけるものを用

意してお待ちしております。 

是非、一度、お立ち寄りください。 
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緑ケ丘で健康体操が始まり７年になります。今では、なくて

はならない程に地域の方々には親しまれるようになりました。 

９月の暑い日にも負けじと多くの方々が集まり、先生の体操

が始まるまでは、それぞれの輪になりお互いの元気を確かめた

り、近況を話し合ったりしています。９時３０分から１１時ま

で二度の休憩を取り、あっと言う間に時間になり、次の体操が

あるまで、元気でねと声をかけ合って、また会う日を楽しみに

帰ります。 

６自治会の場所を回りながらの体操ですが、会うと笑顔で

「おはようございます」と、声をかけ合うのが日課となってい

る程です。 

コロナ禍で外に出る日も少なく、体操は青空の下で行うので心配もなく、程よい汗をかき、体操をできる

事を喜びとしながら地域の方々の健康管理にもなっています。 

これからも、皆さんの協力を得ながら続けていければ良いなと思っています。 
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健康体操教室に参加して  
緑ケ丘３丁目 福本 美智子 

検温・手洗いから始まる子育てサロン 

王子２丁目 本間 弥士夫 
 

小地域 ぬくもりの会 
緑ケ丘１丁目 柳田 玲子 

地域福祉推進委員会の事業が、令和２、３年

度ともに新型コロナウイルスの発生で中止にな

ってしまいました。子育てサロンも、緑ケ丘児

童館を借りて開催していますが、行政の要請で

一時中止しました。 

８月を除く毎月第２月曜日、１０時から１２

時までの２時間、子育てサロンを開催していま

す。 

「おはよう!」。朝のあいさつが始まり、検温、

手洗いを実施してサロンの開始です。サロン

は、０歳から３歳児の親子が対象ですが、０歳

児の親から「母乳の飲みが少ないので、心配で

す」等の相談に、中國指導員からの適切なアド

バイスがあります。 

子育て支援副部会では、安心して子育てがで

きるように親子をサポートすることを目標に、

このような相談にも親身になって対応していま

す。そして、子どもたちが広いスペースで色々

な遊具で遊べる場所を提供し、普段のストレス


